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川
根
本
町
の
平
成
29
年
度
の
決
算
が
９
月
定
例
議

会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
と
６
つ
の
特
別
会
計
の
１
年
間
の
決
算

額
は
、
歳
入
総
額
が
90
億
３
千
９
０
１
万
円
、
歳
出

総
額
が
87
億
８
７
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
大
切
な
税
金
を
も
と
に
運
営
さ
れ
て
い

る
町
政
。
昨
年
度
は
ど
の
く
ら
い
の
収
入
が
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
目
的
で
使
用
さ
れ
た
の
か
、
決
算
の
概

要
と
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
一
般
会
計

　

平
成
29
年
度
の
歳
入
総
額
は
63
億
２
千
９
３
１
万

円
、
歳
出
総
額
は
61
億
１
千
74
万
円
で
、
差
し
引
き

額
が
２
億
１
千
８
５
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
状
況
を
み
ま
す
と
、
自
主
財
源
が
22
億
９
千

３
１
６
万
円
【
＋
１
憶
４
千
３
０
３
万
円
】
36
・
23
％
、

依
存
財
源
が
40
億
３
千
６
１
５
万
円
【
△
１
千
９
６
１
万

円
】
63
・
77
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
主
財
源
の
内
訳
を
み
ま
す
と
、
町
税
は
国
有
資

産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
の
減
額
な
ど
に
よ
り

13
億
２
千
５
０
２
万
円
【
△
２
千
６
６
９
万
円
】
で

歳
入
全
体
の
20
・
93
％
と
な
り
ま
し
た
。
繰
越
金
は

平
成
28
年
決
算
に
よ
る
歳
計
剰
余
が
前
年
度
と
比
較

し
て
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、

２
億
５
千
２
５
９
万
円
【
△
２
億
７
千
８
８
７
万
円
】

で
３
・
99
％
と
な
り
ま
し
た
。
繰
入
金
は
財
源
不
足

を
補
う
た
め
に
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
を
行
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
５
億
１
千
４
６
２
万
円
【
＋

５
億
２
６
４
万
円
】
で
８
・
13
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
依
存
財
源
の
内
訳
と
し
て
、
地
方
交
付
税
は
合
併

算
定
替
え
が
段
階
的
に
縮
減
す
る
移
行
期
間
に
入
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
24
億
９
千
５
４
７
万
円

【
△
１
億
７
千
９
６
０
万
円
】
で
39
・
43
％
と
な
り

ま
し
た
。
町
債
は
町
内
に
２
箇
所
あ
っ
た
旧
ご
み
処

理
施
設
の
解
体
工
事
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
５

憶
６
千
８
１
７
万
円
【
＋
１
億
８
６
７
万
円
】
８
・

98
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
の
状
況
を
性
質
別
に
み
ま
す
と
、
経
常
的
経

費
が
44
億
２
千
２
８
４
万
円
【
+
２
億
１
千
１
１
５
万

円
】
72
・
38
％
、
投
資
的
経
費
が
11
億
１
千
８
５
１
万

円
【
△
５
千
４
４
６
万
円
】
18
・
30
％
、
そ
の
他
の
経

費
が
５
億
６
千
９
３
９
万
円
【
＋
74
万
円
】
9
・
32
％

と
な
り
ま
し
た
。

　
経
常
的
経
費
の
中
の
主
な
も
の
と
し
て
、
人
件
費

は
11
億
１
千
58
万
円
【
＋
91
万
円
】
18
・
17
％
で
ほ

ぼ
前
年
度
並
み
、
公
債
費
は
平
成
27
年
度
に
借
り
入

れ
し
た
合
併
特
例
債
の
元
金
償
還
が
開
始
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
７
億
２
９
１
万
円
【
+
２
千
８
８
５
万
円
】

11
・
50
％
、
物
件
費
は
小
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
推
進
事
業
等
に
よ
り
14
億
５
千
５
５
９
万
円
【
+

２
億
３
千
６
７
１
万
円
】
23
・
82
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
小
中
学
校
の
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
整
備
と
い
っ
た
大
き
な
事
業
が
あ
っ
た
一
方

で
、
平
成
28
年
度
に
集
中
し
て
い
た
各
種
観
光
施
設

整
備
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
普
通
建
設
事

業
費
は
10
億
５
千
４
３
２
万
円
【
△
８
千
６
７
５
万

円
】
17
・
25
％
と
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
は
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
を

行
い
ま
し
た
が
、
基
金
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
町
税
や
地
方
交
付
税
と
い
っ
た
主
要
な
財
源
は

年
々
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
大
変
厳
し

い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
限
ら

れ
た
財
源
や
保
有
す
る
資
産
を
効
果
的
に
活
用
し
な

が
ら
、
事
業
の
優
先
度
、
緊
急
度
を
見
極
め
、
戦
略

的
な
施
策
展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
29
年
度　
川
根
本
町
の
決
算
状
況
を
報
告
し
ま
す

歳入

町税（20.93％）
13億2,502万円

分担金・負担金（0.03%）
167万円

使用料・手数料（1.60%）
1億101万円

地方交付税（39.43％）
24億9,547万円

国庫支出金（4.20%）
2億6,609万円

県支出金（6.94%）
4億3,921万円

町債（8.98%）
5億6,817万円

その他（4.22%）
2億6,721万円

繰入金（8.13%）
5億1,462万円

繰越金（3.99%）
2億5,259万円

その他（1.55%）
9,825万円

源
財

存
依

自
主
財
源

（36.23%）
22億9,316万円

（63.77%）
40億3,615万円

☆歳入
■自主財源・依存財源
　町税や施設使用料など、
町が自ら収入とすることが
できる財源が「自主財源」。
　地方交付税や国庫支出
金・県支出金など、国や県
から交付される財源及び借
入金が「依存財源」。
■地方交付税
　町の財政力に応じて国か
ら交付されるお金。
■国庫支出金・県支出金
　事業の財源として使い道
が特定された国や県から交
付されるお金。
■町債
　事業を行うために町が国
や金融機関から借りるお金。

☆歳出
■義務的経費
　人件費や扶助費など、支
出することが制度的に義務
付けられている経費。
■扶助費
　社会保障制度の一環とし
て、児童・高齢者・障がい者・
生活困窮者などへの支援に
要する経費。
■公債費
　過去に国や金融機関から借
りたお金を返すための経費。
■物件費
　施設の光熱水費や臨時職
員への賃金、各種委託料な
どの経費。
■繰出金
　一般会計から特別会計へ
支出する経費。
■補助費等
　事務組合や各種公益団体な
どに対する補助金等の経費。

用語解説

歳出

人件費（18.17％）
11億1,058万円

扶助費（5.71%）
3億4,870万円

公債費（11.50%）
7億291万円

物件費（23.82%）
14億5,559万円維持補修費（1.19%）

7,282万円

補助費等（11.99%）
7億3,224万円

繰出金（9.03%）
5億5,204万円

積立金（0.28%）
1,687万円

その他（0.01%）48万円

普通建設事業費〔単独〕
（13.63%）
8億3,294万円

普通建設事業費〔補助〕
（3.62%）
2億2,138万円

災害復旧事業費（1.05%）
6,419万円

費
経
的資
投

経
常
的
経
費

他
の
そ

（72.38%）
44億2,284万円

（18.30%）
11億1,851万円

（9.32%）
5億6,939万円

歳出� 61億1,074万円

歳入� 63億2,931万円

町税の決算額
１人当たりの税額

町民税
（2億8,412万4千円） 40,578円

固定資産税
（9億8,278万円） 140,357円

軽自動車税
（2,636万3千円） 3,765円

町たばこ税
（2,621万7千円） 3,744円

入湯税
（553万8千円） 791円

合計
（13億2,502万2千円） 189,235円

※�一般会計決算額を平成30年3月31日現在
の人口7,002人で割った額です。

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1213


